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春の訪れとともに、桜の季節がやってきま
した。今年も春の恒例企画、「博物館でお
花見を」が始まります。本館では、桜をモ
チーフにしたさまざまな日本美術の名品
をご覧いただけます。また、庭園では約
10種類の桜が次々と開花します。その他
に各種イベントも開催。当館ならではの
贅沢なお花見をどうぞお楽しみください。

10室

振
ふ り

袖
そ で

 
染
そ め

分
わ け

縮
ち り

緬
め ん

地
じ

枝
し

垂
だ れ

桜
ざくら

菊
き く

短
た ん

冊
ざ く

模
も

様
よ う

江戸時代・18世紀
3月5日（火）～4月21日（日）

枝垂桜が肩にかかる模様を友禅
染で表しています。模様を上下に
わけるスタイルは江戸時代中期
に流行しました

7室

犬
い ぬ

追
お う

物
も の

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

筆者不詳　江戸時代・17世紀
展示期間：～4月7日（日）

犬追物とは弓術の作法をみがく伝統競技で、老若男女が桜の下
で思い思いに楽しんでおり、たいへんな賑わいを見せています

8室

瓢
ひさご

形
が た

酒
さ け

入
い れ

船田一琴作　
江戸時代・天保14年（1843）
展示期間：～4月21日（日）

素
す

銅
あか

と銀・銅の合金を継ぎ合わせてつ
くられたお酒の容器です。上部には雲
間にのぞく月を銀象

ぞう

嵌
がん

し、下部に鍍金
の桜花が嵌

は

めこまれています

（右隻）

2

3月25日（月）は
特別開館だほー！

トーハクくん
東京国立博物館
公式キャラクター

桜を見つけてください 博物館

お花見
で

を
3月12日（火）～ 4月7日（日）

※◉は国宝、◎は重要文化財（重文）、○は重要美術品（重美）を表します。特に表記のないものは東京国立博物館蔵です。



ボランティアによるガイドツアー・スライドトーク
ボランティアによるガイドツアーは、「博物館でお花見を」の期間中、
桜に関するお話を加えたスペシャルバージョンになります。構内
の樹木をご紹介する「樹木ツアー」では、桜や桜にまつわるエピソ
ードを、桜を見ながらお話しします。当館の建築を見る「たてもの
散歩ツアー」、建物や展示室の概要を英語でご紹介する「英語ガイ
ド」、法隆寺献納宝物の魅力をお伝えする「法隆寺宝物館ガイド」
でも、構内の桜についてお話しします。
スライドトークでは、ボランティアがスライドを使って作品の魅力をお伝えします。「博物館でお
花見を」の期間中、一部のスライドトークでは、桜や花に関わる作品も紹介する予定です。ボラン
ティアによるガイドツアーやスライドトークなどの日時、詳細は当館ウェブサイトでご確認ください。 

＊天候等により、内容は変更になることがあります。

春らんまん 桜ぬりえ
桜をテーマにした当館所蔵作品のオリジナルぬりえをお楽しみい
ただけます。展示室にある作品の色づかいや表現にも注目してみ
てください。
日時：3月22日（金）、23日（土）、24日（日）　   
　　 11:00～15:00（受付終了14:30）
会場：本館1階19室　　参加費：無料

※会場にて随時受付。1名につき1枚配布。なくなり次第終了。

お花見ヨガ in法隆寺宝物館
どなたでもお気軽にご参加いただける「お花見ヨガ」を実施予定です。
詳細は当館ウェブサイトをご確認ください。

東博句会「花見で一句」
「博物館でお花見を」の期間中、桜をテーマにした俳句を募集します。桜咲く庭園や、桜をモチーフ
にした作品をテーマに、一句詠んでみませんか？ 応募方法等、詳細は当館ウェブサイトをご確認
ください。

桜イベント ＊すべて事前申込不要、参加無料（ただし、当日の入館料が必要）

春を感じながら 庭園を散策しませんか？

当館の庭園には、ソメイヨシノやエドヒガンザクラなど約10種類の桜が咲き誇ります。池の前
にある腰掛石に座ると、白い花をつけるオオシマザクラを横目に、正面の池の先には色づいた桜
と芽吹いた木々のコントラストを味わうことができます。庭園内はさまざまな樹木やお茶室も
あり、散策いただけます。展示室で桜の作品をご覧いただきましたら、ぜひ庭園でも春を感じて
みてください。

開放時間：9:30～17:00
※天候や整備作業等により、閉鎖もしくは散策エリアを制限する場合があります
※茶室内には入れません

13室

色
い ろ

絵
え

枝
し

垂
だ れ

桜
ざくら

図
ず

皿
さ ら

鍋島　江戸時代・18世紀　
米田實氏・千惠子氏寄贈
展示期間：3月12日（火）～6月2日（日）

枝垂桜を描いた鍋島焼の組皿で、夜の様子
が表現されています。高度で洗練されたデ
ザインが追究された盛期鍋島の優品です

10室

桜
お う

下
か

婦
ふ

女
じ ょ

図
ず

　
川又常行筆　江戸時代・18世紀　
展示期間：3月12日（火）～4月14日（日）

ひらひらと舞い散る桜の花びらをながめ
る女性。肉筆画を専門とした浮世絵師・
川又常行らしい繊細な一図です
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ユリノキちゃん
東京国立博物館
公式キャラクター

この他にも
桜をモチー

フに

した作品が
たくさんあ

るので

探してみてく
ださいね！

庭園散策マップ

ダウンロードをして
庭園散策にお役立てください。

お気に入りの 

※特別展、総合文化展、催し物につきましては、今後の諸事情により予告なく変更する場合がございます。最新情報は、当館ウェブサイト等をご覧ください。
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建立900年 特別展

「中
ちゅう

尊
そ ん

寺
じ

金
こ ん

色
じ き

堂
ど う

」
 本館特別5室   1月23日㊋～4月14日㊐

　国宝・中尊寺金色堂が天治元年（1124）の上棟から900年を
迎えたことを記念する本展では、金色堂中央壇に安置され
る国宝仏像11体をそろって公開しています。なかでも阿弥
陀如来坐像は奥州藤原氏初代・藤

ふじ

原
わらの

清
きよ

衡
ひら

発願の金色堂創建
当初の像で、当時の都の作とそん色のない優れた出来栄え
です。奥州藤原氏の財力と京

みやこ

とのネットワークの強さをま
ざまざと見せつけます。二代基

もと

衡
ひら

時代の作と見られる持国
天立像は、激しい動きに有機的に連動した袖の翻

ひるがえ

りが見事
です。奥州藤原氏100年の栄華の夢のあとを間近にご覧い
ただける貴重な機会を、どうぞお見逃しなく。 （児島大輔）

◉阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

平安時代・12世紀　岩手・中尊寺金色院蔵

金色堂中央壇に安置される阿弥陀像。
都の仏師の作とみられます

◉持
じ

国
こく

天
てん

立
りゅう

像
ぞう

平安時代・12世紀　岩手・中尊寺金色院蔵

左手を上げて右手を振り下ろし、大
きく翻る袖は、当時としては斬新な
表現です

◎當
たい

麻
ま

曼
まん

陀
だ

羅
ら

図
ず

（貞
じょう

享
きょう

本
ぼん

）　
青木良慶・宗慶筆　江戸時代・貞享3年（1686）
奈良・當麻寺蔵  （画像提供：奈良国立博物館）
展示期間：5月8日（水）～6月9日（日）

国宝「綴織當麻曼陀羅」を原寸大で模写した
作品。精密で鮮やかな優品です

◉綴
つづれ

織
おり

當
たい

麻
ま

曼
まん

陀
だ

羅
ら

中国・唐または奈良時代・8世紀　  
奈良・當麻寺蔵  （画像提供：奈良国立博物館）
展示期間：4月16日（火）～5月6日（月・休）

浄土経典『観無量寿経』を織り出した縦横
4メートルに及ぶ浄土曼陀羅です

五
ご

百
ひゃく

羅
ら

漢
かん

図
ず

 第57幅 神通　
狩
か

野
のう

一
かず

信
のぶ

筆  江戸時代・19世紀  東京・増上寺蔵
展示期間：5月14日（火）～6月9日（日）

狩野一信が晩年のエネルギーを注ぎ込ん
だ渾身の大作です。会期中に全100幅の
うち24幅を展示します（展示替えあり）

（部分）

（部分）

特別展

「法
ほ う

然
ね ん

と極
ご く

楽
ら く

浄
じょう

土
ど

」
 平成館特別展示室   4月16日㊋～6月9日㊐

　本展の見どころは数多くありますが、特におすすめする理
由は次の2点です。
　ひとつは、奈良・當

たい

麻
ま

寺
でら

の本尊である国宝「綴
つづれ

織
おり

當
たい

麻
ま

曼
まん

陀
だ

羅
ら

」が奈良県外で初公開されることです。普段は當麻寺でも
拝観することができない秘仏で、それが公開される極めて
貴重な機会となります。法然の弟子証

しょう

空
くう

（1177～1247）が當
麻寺でその威容にふれ、再評価したことによって信仰が拡
大し、近世に至るまで多くの模本、縁起絵が制作されました。
　もう1点は、関東の浄土宗寺院を代表する名宝の数々が集
まることです。関東には、鎌倉の光

こう

明
みょう

寺
じ

、瓜
うり

連
づら

の常
じょう

福
ふく

寺
じ

、飯
いい

沼
ぬま

の弘
ぐ

経
ぎょう

寺
じ

、芝の増
ぞう

上
じょう

寺
じ

、目黒の祐
ゆう

天
てん

寺
じ

など、浄土宗850年
の歴史で度々重要な舞台となった寺院があります。本展は
京都・福岡にも巡回しますが、東京会場のみで展示される宝
物も多いので、ぜひお見逃しなくご覧ください。 （瀬谷愛）

観覧料：一般1,600円、大学生900円、高校生600円
※金曜・土曜は午後7時まで開館。
※詳細は展覧会公式サイト等をご覧ください。
展覧会公式サイト：https://chusonji2024.jp/

観覧料：一般2,100円（1,900円）、大学生1,300円（1,100円）、高校生900円（700円）
※（　）内は前売料金
※前売券は4月15日（月）まで、展覧会公式サイト等で販売。
※詳細は展覧会公式サイト等をご覧ください。
展覧会公式サイト：https://tsumugu.yomiuri.co.jp/honen2024-25/

中学生以下、障がい者とその介護者1名は無料。入館の際に学生証、障がい者手帳等をご提示ください。
特別展チケットで、総合文化展をご覧いただけます。／事前予約不要です。混雑時は入場をお待ちいただく可能性がございます。／お問合せ：050-5541-8600（ハローダイヤル）

InformationInformationInformation特 別 展特 別 展  
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◉薬
やく

師
し

如
にょ

来
らい

立
りゅう

像
ぞう

平安時代・8～9世紀　京都・神護寺蔵

鋭い彫りと量感あふれる表現が独特の迫力を生み出します

◉ 両
りょう

界
かい

曼
まん

荼
だ

羅
ら

（高
たか
雄
お
曼
まん
荼
だ
羅
ら

）
のうち胎蔵界

平安時代・9世紀　京都・神護寺蔵
展示期間： 7月17日（水）～
8月12日（月・休）

およそ4ｍ四方の大きさを持つ、
現存最古の両界曼荼羅です。
後期（8月14日〈水〉～9月8日〈日〉）
では金剛界を展示します

本展チラシ　
使用図版：◎足形付土製品（部分）
新潟県村上市 上山遺跡出土　
縄文時代（後期）・
前2000～前1000年　
撮影：畠山直哉

本館1階ラウンジ
普段休憩室であるこの場も、
会場の一部となります

※詳細は展覧会公式サイト等をご覧ください。
展覧会公式サイト　https://tsumugu.yomiuri.co.jp/jingoji/

本展はエルメス財団と共同で企画したもので、9月7日から銀座・メゾンエルメス フォー
ラムで開催される同作家個展との連携企画です。
観覧料：一般1,500円（1,400円）、大学生1,000円（800円）
※（ ）内は前売料金　※前売券は4月11日（木）から6月24日（月）まで、オンラインチ
ケット等で販売。
※詳細は当館ウェブサイトをご覧ください。
https://www.tnm.jp/modules/r_free_page/index.php?id=2637

内
な い

藤
と う

礼
れ い

        
生
う

まれておいで 生
い

きておいで
 平成館企画展示室、本館特別5室、本館1階ラウンジ

 6月25日㊋～9月23日㊊・㊡

　内藤礼は、世界の第一線で活躍してきた現代美術家です。本
展では、平成館および本館に、内藤が、当館の収蔵品から選んだ
考古遺物とともに空間作品（インスタレーション）を展開するこ
とで、博物館の建物や収蔵品のさまざまな要素も踏まえた東博
ならではの場を生み出します。縄文時代につくられたものを現
代美術家が生み出したものとともにご覧いただくことで、ふだ
ん総合文化展で展示されている文化財の新しい見方・解釈に触
れていただけると思います。皆さまにとって、東博でのいつも
とは異なる鑑賞体験になれば幸いです。 （鬼頭智美）

創建1200年記念 特別展

「神
じ ん

護
ご

寺
じ

―空
くう
海
かい
と真

しん
言
ごん
密
みっ
教
きょう
のはじまり」

 平成館特別展示室   7月17日㊌～9月8日㊐

　京都市の北西部、高雄に所在する神護寺は、紅葉の名所とし
て古くから知られてきました。天長元年（824）、高

たか

雄
お

山
さん

寺
じ

と神
じん

願
がん

寺
じ

というふたつの寺院がひとつになり、神護寺が誕生します。
唐で密教を学んだ空海が帰国後、宗教的な活動をスタートさせ
たのが高雄山寺でした。国宝「灌

かん

頂
じょう

歴
れき

名
みょう

」や国宝「両界曼荼羅（高
雄曼荼羅）」は、空海に直接関わる作品です。また、神護寺の前
身寺院にまつられていた国宝「薬

やく

師
し

如
にょ

来
らい

立
りゅう

像
ぞう

」は、平安初期彫
刻の最高傑作。寺外での公開は、神護寺史上初めてのことです。
本展は、空海と真言密教の始まりの地、神護寺に伝わる寺宝の
数々をご紹介するまたとない機会です。ご期待ください。
 （古川攝一）

作家紹介

内藤礼（ないとうれい）

1961年広島生まれ。現在は
東京を拠点に活動中。「地上
に存在することは、それ自体、
祝福であるのか」をテーマに
作品を制作、国内外で個展を
含む多くの展覧会歴を有す
る。2023年ミュンヘン州立
版画素描館にて個展「breath」
を開催。恒久展示に「このこ
とを」（家プロジェクト　きん
ざ、ベネッセアートサイト直
島　2001年）、「母型」（豊島美
術館　2010年）がある。2019

年第69回芸術選奨文部科学
大臣賞（美術部門）受賞。

胎蔵界

（部分）      
金銀泥で描かれた不動明王
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総合文化展 ピックアップ !総合文化展 ピックアップ !
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東
洋
館

東
洋
館

本
館

本
館

　
金
色
に
輝
く
阿
弥
陀
如
来
で
す
。
右
手
は

親
指
と
人
差
し
指
で
輪
を
つ
く
っ
て
胸
前

に
、
左
手
は
中
指
と
親
指
で
輪
を
つ
く
り
、

腰
の
あ
た
り
に
下
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
来ら
い

迎ご
う

印い
ん

と
い
っ
て
、
亡
く
な
っ
た
人
々
の
前
に

や
っ
て
く
る
阿
弥
陀
如
来
の
ポ
ー
ズ
で
す
。

足
元
に
は
雲
が
あ
り
、
頭
の
後
ろ
か
ら
光
の

筋
が
放
射
状
に
描
か
れ
ま
す
。
こ
の
姿
を
見

た
当
時
の
人
々
は
き
っ
と
、
目
の
前
に
現
れ

る
阿
弥
陀
如
来
の
ま
ば
ゆ
い
姿
に
心
を
奪
わ

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
輝
き
の
秘
密
は
、
金

泥
と
い
う
金
を
素
材
に
し
た
絵
具
を
用
い
た

彩
色
で
す
。
衣
を
見
る
と
、
金
地
に
細
や
か

な
金
泥
文
様
が
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
金
色

に
輝
く
阿
弥
陀
如
来
の
姿
に
は
、
極ご
く

楽ら
く

往お
う

生じ
ょ
う

と
い
う
人
々
の
切
な
る
願
い
が
表
れ
て
い
ま

す
。 

（
古
川
攝
一
）

　
日
本
で
「
南な
ん

京き
ん

赤あ
か

絵え

」
と
呼
ば
れ
て
親
し

ま
れ
て
き
た
器
で
す
。
南
京
赤
絵
と
は
、
中

国
の
明み
ん

末ま
つ

清し
ん

初し
ょ
の
頃
に
景け
い

徳と
く

鎮ち
ん

民み
ん

窯よ
う
で
焼
か

れ
た
も
の
で
、下
絵
付
け
の
青せ
い

花か
（
染
付
）は

境
界
線
な
ど
ご
く
一
部
に
だ
け
用
い
ら
れ
、

主
文
様
は
五ご

彩さ
い（
色
絵
）
で
あ
ら
わ
さ
れ
た

一
群
を
い
い
ま
す
。
火
入
は
灰
と
火
種
の
切

炭
を
入
れ
て
お
く
も
の
で
、
茶
事
で
は
寄よ
り

付つ
き

や
薄う

す

茶ち
ゃ

が
振
舞
わ
れ
る
前
な
ど
に
煙
草
盆
に

セ
ッ
ト
さ
れ
て
持
ち
出
さ
れ
ま
す
。
本
作
品

は
茶
の
湯
に
造
詣
が
深
か
っ
た
古
美
術
商
の

広ひ
ろ

田た

不ふ
っ

孤こ

斎さ
い（

１
８
９
７
〜
１
９
７
３
）
の

愛
蔵
品
で
、北
宋
を
代
表
す
る
儒じ
ゅ

学が
く

者し
ゃ

・
周し
ゅ
う

茂も

叔し
ゅ
く

が
舟
に
乗
っ
て
蓮
を
眺
め
る
み
や
び
な

絵
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

（
三
笠
景
子
）

　
中
国
の
仏
像
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
室

に
、
時
々
動
物
が
い
る
の
を
ご
存
じ
で
す

か
？
　
な
ぜ
仏
像
が
並
ぶ
ケ
ー
ス
に
獅
子
が

出
て
く
る
の
か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
じ
つ
は
仏
の
乗
り
物
な
の
で
す
。
ま

ず
、
背
中
に
敷
物
を
か
け
、
胸
と
尻
に
紐
を

つ
な
ぐ
こ
と
か
ら
、
野
生
の
獅
子
で
は
な
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
鞍く
ら

の
代
わ

り
に
蓮れ
ん

華げ

座ざ

の
一
部
を
乗
せ
る
た
め
、
そ
の

主
は
人
で
は
な
く
仏
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ

れ
ま
す
。
不
在
な
の
が
惜
し
ま
れ
ま
す
が
、

文も
ん

殊じ
ゅ

菩ぼ

薩さ
つ

が
座
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
筋

骨
た
く
ま
し
い
堂
々
と
し
た
姿
と
、
細
か
く

彫
り
込
ま
れ
る
た
て
が
み
の
毛
筋
や
飾
り
を

見
る
と
、
全
長
20
セ
ン
チ
ば
か
り
の
小
像
と

は
思
え
ず
、
足
裏
に
は
肉
球
ま
で
表
さ
れ
る

入
念
の
作
で
す
。 

（
西
木
政
統
）

　
岩
に
座
る
羅
漢
を
僧
侶
に
対
し
て
大
き
く

描
く
、
古
め
か
し
い
図
像
の
羅
漢
図
で
す
。

左
上
に
朱
線
で
囲
ん
で
、
羅
漢
の
名
前
「
第

二
十
三
天
聖
尊
者
」
が
記
さ
れ
ま
す
。
高
麗

が
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
侵
略
を
受
け
て
い
た
時

代
、
武
官
の
金き
ん

義ぎ

仁じ
ん

が
国
土
の
平
安
と
王
の

長
寿
を
願
っ
て
つ
く
ら
せ
た
五
百
羅
漢
の
ひ

と
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
作
品
は
、
２
０
２
１
年
度
に
修
理
を
終

え
ま
し
た
。
折
れ
を
改
善
し
、
赤
味
が
強
く

暗
か
っ
た
裏う
ら

打う
ち

紙が
み（
絵
の
あ
る
絹
の
後
ろ
に

当
て
る
紙
）
を
交
換
し
た
結
果
、
淡
墨
や
淡

彩
の
繊
細
な
表
現
が
視
認
し
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
び
の
展
示
が
修
理
後
初
公
開

に
な
り
ま
す
。
中
国
絵
画
を
よ
く
学
ん
だ
樹

木
や
岩
肌
の
巧
み
な
筆
墨
、
衣
と
肌
そ
し
て

歯
や
爪
に
至
る
ま
で
丁
寧
に
施
さ
れ
た
彩
色

に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。 

（
植
松
瑞
希
）

4
月
9
日（
火
）〜
5
月
19
日（
日
）

3
室
　
仏
教
の
美
術

3
月
12
日（
火
）〜
4
月
21
日（
日
）

4
室
　
茶
の
美
術

通
年
展
示

1
室
　
中
国
の
仏
像

〜
4
月
7
日（
日
）

10
室
　
朝
鮮
時
代
の
美
術

金
色
の
輝
き
に
込
め
ら
れ
た

往
生
へ
の
願
い

蓮
を
愛
で
る
古
の
文
人
、

茶
人
た
ち
の
憧
れ

た
く
ま
し
き
霊
獣
の
勇
姿

修
理
に
よ
り
よ
み
が
え
っ
た
、

繊
細
な
表
現
・
緻
密
な
彩
色

阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

像ぞ
う

南な
ん

京き
ん

赤あ
か

絵え

周し
ゅ
う

茂も

叔し
ゅ
く

愛あ
い

蓮れ
ん

図ず

火ひ

入い
れ

獅し

子し

像ぞ
う

第だ
い

二に

十じ
ゅ
う

三さ
ん

天て
ん

聖せ
い

尊そ
ん

者じ
ゃ

図ず

軸じ
く

獅子像
中国　
五代～遼時代・
10世紀　
武吉道一氏寄贈

右前足裏部分

阿弥陀如来像
鎌倉時代・
14世紀

南京赤絵周茂叔愛蓮図火入
中国・景徳鎮窯　明時代・17世紀
広田松繁氏寄贈

第二十三天聖尊者図軸　
筆者不詳　朝鮮　
高麗時代・高宗22年（1235） 
奥義制氏寄贈

（部分）
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平
成
館

法
隆
寺
宝
物
館

黒
田
記
念
館
　

　
明
治
17
年（
１
８
８
４
）、東
京
大
学
に
隣

接
す
る
向む
こ
う

ヶが

岡お
か

弥や

生よ
い

町ち
ょ
う

か
ら
発
見
さ
れ
た
赤

焼
の
土
器
が
、の
ち
に「
弥
生
式
土
器
」と
呼

ば
れ
、
弥
生
時
代
や
弥
生
文
化
が
知
ら
れ
る

端
緒
に
な
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
一
方
で
、
在
野
の
考
古
学
者
で
あ
る

蒔ま
い

田だ

鎗そ
う

次じ

郎ろ
う

が
論
文
で
「
弥
生
式
土
器
」
の

名
称
を
用
い
た
こ
と
で
活
字
と
し
て
定
着

し
、
本
格
的
に
弥
生
土
器
の
研
究
が
進
め
ら

れ
て
い
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い

ま
せ
ん
。
本
例
は
、
そ
の
論
文
で
取
り
上
げ

ら
れ
た
土
器
の
ひ
と
つ
で
、
六り
く

義ぎ

園え
ん

そ
ば
に

あ
っ
た
蒔
田
の
自
宅
敷
地
内（
駒
込
一
丁
目

遺
跡
）
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
す
。
弥
生
土

器
研
究
の
起
点
と
な
っ
た
弥
生
土
器
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
品
川
欣
也
）

　
縹は
な
だ

色
の
料
紙
に
は
、
唐
の
楷か
い

書し
ょ

に
な
ら
っ

た
端
整
な
書
と
、
改か
い

竄ざ
ん

を
防
ぐ
べ
く
び
っ
し

り
と
捺お

さ
れ
た
18
顆か

の
璽
印
「
天て
ん

皇の
う

御ぎ
ょ

璽じ

」

が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
天
平
勝
宝
8
歳

（
７
５
６
）
5
月
2
日
に
崩
御
し
た
聖
武
天

皇
の
供
養
の
た
め
、
同
年
7
月
8
日
に
皇
女

の
孝
謙
天
皇
が
父
帝
遺
愛
の
品
を
法
隆
寺
へ

献
納
し
た
際
の
目
録
で
す
。

　
本
文
よ
り
、
遺
愛
品
は
東
大
寺（
金
光
明

寺
）
等
の
十
八
寺
に
献
納
さ
れ
、
法
隆
寺
に

は
帯
・
刀
子
・
香
木
が
納
め
ら
れ
た
こ
と
が

知
ら
れ
ま
す
。
聖
武
天
皇
の
后
・
光
明
皇
后

が
東
大
寺
に
献
納
し
た
際
の
「
東
大
寺
献
物

帳
」（
正
倉
院
蔵
）
と
と
も
に
、
皇
后
・
皇
女

に
よ
る
追
善
供

養
を
示
す
貴
重

な
史
料
で
す
。

末
尾
の
藤
原
仲

麻
呂
ら
5
名
の

直
筆
署
名
も
見

ど
こ
ろ
で
す
。

（
六
人
部
克
典
）

　
岸
辺
に
つ
な
が
れ
た
小
舟
が
１
艘
、
水
面

は
空
を
映
し
て
穏
や
か
で
す
。
２
本
の
櫂か
い

の

う
ち
１
本
は
水
に
入
れ
ら
れ
た
ま
ま
、
も
う

１
本
は
舟ふ
な

縁べ
り

に
横
た
え
ら
れ
、
今
し
が
た
ま

で
人
が
乗
っ
て
い
た
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

留
学
中
に
描
か
れ
た
作
品
で
、
同
じ
頃
、
画

友
の
久く

米め

桂け
い

一い
ち

郎ろ
う
と
川
遊
び
な
ど
し
て
過
ご

し
た
日
々
を
振
り
返
り
、「
夏
の
世
の
月
か

け
よ
り
も
常
な
き
ハ
逢
え
て
別
る
ゝ
人
の
行

く
す
ゑ
」
と
詠
ん
だ
歌
が
、
父
宛
の
手
紙
に

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
舟
遊
び
は
印
象
派
の
画

家
た
ち
の
好
む
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
し
た

が
、
黒
田
は
人
の
い
な
い
舟
に
よ
っ
て
、
過

ぎ
行
く
時
を
惜
し
む
心
持
ち
を
表
し
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

（
東
京
文
化
財
研
究
所
・
吉
田
暁
子
）

3
月
5
日（
火
）〜
9
月
1
日（
日
）

考
古
展
示
室

4
月
9
日（
火
）〜
6
月
2
日（
日
）

第
6
室
　

〜
3
月
31
日（
日
）

黒
田
記
念
室

知
ら
れ
ざ
る
弥
生
土
器

研
究
の
原
点

法
隆
寺
宝
物
の

歴
史
的
成
り
立
ち
を
表
す

秘
め
た
追
憶
を
う
か
が
わ
せ
る

水
辺
の
ひ
と
と
き

赤せ
き

彩さ
い

格こ
う

子し

文も
ん

壺つ
ぼ

形が
た

土ど

器き

国
宝 

法ほ
う

隆り
ゅ
う

寺じ

献け
ん

物も
つ

帳ち
ょ
う

舟ふ
ね

小
さ
な
端
切
れ
が
つ
な
ぐ

奇
跡

博
物
館
の
重
要
な
使
命
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
調
査
研
究
」。
そ
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

ト
ー
ハ
ク
の
調
査
研
究 

○23

　
当
館
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
法
主
・
大お

お

谷た
に

光こ
う

瑞ず
い

が
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
派
遣
し
た
探
検
隊
の
資
料

を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
隋
・
唐
時
代
を
中
心
と
す

る
敦
煌
・
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
の
絹
織
物
で
、
劣
化

し
た
小
さ
な
端
切
れ
は
本
来
の
用
途
す
ら
わ
か
り

ま
せ
ん
。

件
余
り
の
端
切
れ
を
1
点
1

点
顕
微
鏡
写
真
で
記
録
し
、
調
査
し
た
成
果
を
創

立

年
記
念
特
集「
再
発
見
！
大
谷
探
検
隊

と
た
ど
る
古
代
裂
の
旅
」（

年
9
月
21

日
〈
水
〉〜
12
月
4
日
〈
日
〉）
で
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
の
調
査
研
究
が
評
価
さ
れ
、

年
度
、

国
か
ら
科
学
研
究
費
の
助
成
金
を
い
た
だ
き
、
大

谷
光
瑞
が
中
国
・
旅
順
に
遺
し
た
資
料
を
調
査
す

る
た
め
に
旅
順
博
物
館
に
出
か
け
ま
し
た
。
同
博

物
館
で
展
示
さ
れ
て
い
る
女
性
ミ
イ
ラ
の
衣
装
を

詳
細
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
、
当
館
所
蔵

の
織
物
（
写
真
）
と
同
じ
織
物
の
断
片
を
発
見
し

た
の
で
す
！ 

地
道
な
調
査
が
報
わ
れ
た
と
感
じ

ら
れ
た
瞬
間
で
し
た
。

（
小
山
弓
弦
葉
）

複雑な織組織を持つ「羅」は中
国古代に特徴的な絹織物です。
※展示の予定はありません。

紫
むらさきら

羅
麹氏高昌国～唐時代・6～7世紀
中国吐魯番アスターナ・
カラホージャ古墓群出土
大谷探検隊将来品

書
跡

―
法
隆
寺
献
物
帳
と
古
今
目
録
抄
―

（顕微鏡拡大写真）

◉法隆寺献物帳　
奈良時代・天平勝宝8歳（756）

舟　
黒田清輝筆　
明治22～23年（1889～90）頃　
赤松雅子氏寄贈

赤彩格子文壺形土器
弥生時代（後期）・1～3世紀
東京都豊島区 駒込一丁目遺跡出土
徳川頼貞氏寄贈

（部分）



3-1

書
画
の
展
開

 

―
安
土
桃
山
・
江
戸

3-3

書
画
の
展
開

 

―
安
土
桃
山
・
江
戸

　

仏
教
の
美
術

―
平
安
〜
室
町

3-1

宮
廷
の
美
術

―
平
安
〜
室
町

3-2

禅
と
水
墨
画

―
鎌
倉
〜
室
町

3-3

茶
の
美
術

4

日
本
美
術
の
あ
け
ぼ
の

―
縄
文
・
弥
生
・
古
墳

1-1

仏
教
の
興
隆

―
飛
鳥
・
奈
良

1-2

国
宝
室

2

特別1室

便殿
びんでん

45

1-1

3-1

3-2

3-3

1-2 2

案内
 流れ 2階

-6/30㊐

袈
け

裟
さ

襷
だすき

文
もん

銅
どう

鐸
たく

弥生時代（後期）・ 
1～3世紀
愛知県豊川市小坂
井町伊奈松間出土

-4/21㊐

瑞
ずい

花
か

双
そう

鸞
らん

八
はっ

花
か

鏡
きょう

奈良時代・8世紀　
大分県杵築市山香町向野津波戸山頂出土
唐代の鏡を型取りしてつくっていますが、 
文様が鮮明に現れています

5/14㊋-6/9㊐

◉円
えん

珍
ちん

贈
ぞう

法
ほう

印
いん

大
だい

和
か

尚
しょう

位
い

並
ならびに

智
ち

証
しょう

大
だい

師
し

 
諡
し

号
ごう

勅
ちょく

書
しょ

小野道風筆　平安時代・延長5年（927）
円珍に僧位と諡号（おくり名）を追贈した勅
書。豊満で端整な字姿は小野道風の代表作

4/9㊋-5/19㊐

◎為
ため

家
いえ

本
ぼん

時
じ

代
だい

不
ふ

同
どう

歌
うた

合
あわせ

絵
え

鎌倉時代・14世紀
今年の大河ドラマの主人公・紫式
部も描かれている白描歌合絵です

3/12㊋-4/21㊐

書
しょ

状
じょう

千利休筆　安土桃山時代・16世紀 
善田喜一郎氏寄贈 

千利休が茶碗を贈るために弟子の古
田織部に宛てた、晩年の手紙です

◎埴
はに

輪
わ

 猿
さる

古墳時代・6世紀
伝茨城県行方市
大日塚古墳出土
子を背負う猿の埴輪で、
振り返り子を見守るしぐ
さを表現しています

4/23㊋-6/2㊐

隅
すみ

寺
でら

心
しん

経
ぎょう

伝空海筆　
奈良時代・8世紀　
筒井邦子氏寄贈

4/9㊋-5/12㊐

◉賢
けん

愚
ぐ

経
きょう

残
ざん

巻
かん

（大
おお

聖
じょう

武
む

）
伝聖武天皇筆　奈良時代・8世紀

-4/7㊐

弘
こう

法
ぼう

大
たい

師
し

像
ぞう

　鎌倉時代・14世紀

空海の背後には満開の桜と釈迦如来が描かれます

4/9㊋-5/19㊐

当
たい

麻
ま

曼
まん

荼
だ

羅
ら

図
ず

鎌倉時代・14世紀
阿弥陀如来がい
る極楽浄土の世
界を描く、華やか
な作品です

-4/7㊐

 ◎類
るい

聚
じゅう

歌
うた

合
あわせ

（天
てん

徳
とく

四
よ

年
ねん

内
だい

裏
り

歌
うた

合
あわせ

）
伝藤原忠家筆　平安時代・12世紀
田中親美氏寄贈
平安時代の能書が寄書した作品。
歌合で詠まれた春の歌が 
書かれています

-4/7㊐

◎四
し

季
き

山
さん

水
すい

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

楊月筆　室町時代・15～16世紀
室町時代に活躍した楊月の代表作。
人々の多彩な営みに注目です

4/9㊋-5/19㊐

◎法
ほう

語
ご

石室善玖筆
南北朝時代・貞治2年（1363）
松永安左エ門氏寄贈

4/23㊋-10/6㊐

◎青
せい

磁
じ

琮
そう

形
がた

花
はな

入
いれ

中国・官窯　南宋時代・12～13世紀
尾張徳川家伝来　広田松繁氏寄贈

※本館 2階便殿にて、鳳
ほう
輦
れん
を展示しています。2024年 4月2日（火）から、腰

よう
輿
よ
も展示します。　※ は「博物館でお花見を」（→2, 3ページ）関連作品です。

（部分）

（部分）

（右隻部分）

（部分）
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書
画
の
展
開

―
安
土
桃
山
〜
江
戸

暮
ら
し
の
調
度

―
安
土
桃
山
・
江
戸

8-1

8-2

能
と
歌
舞
伎

9

浮
世
絵
と
衣
装

―
江
戸

10

武
士
の
装
い

―
平
安
〜
江
戸

5.6

屛
風
と
襖
絵

―
安
土
桃
山
〜
江
戸

7

特別2室

67

8-1

8-2

9 10

本館展示
   日本美術の

3・4・5月

4/23㊋-6/23㊐

◎小
こ

袖
そで

 白
しろ

黒
くろ

紅
べに

染
そめ

分
わけ

綸
りん

子
ず

地
じ

熨
の

斗
し

藤
ふじ

模
も

様
よう

江戸時代・17世紀

4/16㊋-5/12㊐

名
めい

所
しょ

江
え

戸
ど

百
ひゃっ

景
けい

・
亀
かめいど

戸天
てん

神
じん

境
けい

内
だい

歌川広重筆
江戸時代・  
安政3年（1856）

4/23㊋-6/23㊐

厚
あつ

板
いた

 浅
あさ

葱
ぎ

地
じ

笹
ささ

蝶
ちょう

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀
彩りのある雅な蝶に、
笹の葉を斜めに配した
デザインが斬新です

-5/6㊊・㊡

◎朱
しゅ

漆
うるし

金
きん

蛭
ひる

巻
まきの

大
だい

小
しょう

安土桃山時代・16世紀
豊臣秀吉ゆかりの名
品。鮮やかな朱色の鞘
に金の蛭巻が映えます4/9㊋-5/19㊐

群
ぐん

仙
せん

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

横山華山筆  
江戸時代・19世紀
江戸時代後期に京都で
活躍した華山が描く、
ユーモアあふれる群仙
図です 

4/23㊋-7/15㊊・㊗

色
いろ

絵
え

琴
きん

高
こう

仙
せん

人
にん

図
ず

鉢
はち

伊万里　江戸時代・17～18世紀

4/9㊋-5/19㊐

和
わ

歌
か

巻
かん

本阿弥光悦筆
安土桃山時代～江戸時代・17世紀
川合玉堂氏寄贈
光悦ならではの肥痩のある筆遣いと
華やかな装飾料紙がみどころです

3/5㊋-4/21㊐

 小
こ

袖
そで

 紫
むらさき

白
しろ

染
そめ

分
わけ

縮
ちり

緬
めん

地
じ

笠
かさ

扇
おうぎ

桜
さくら

文
も

字
じ

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀
カタカナの文字散しが珍し
い、友禅染の優品です

3/12㊋-4/14㊐

 飛
あす

鳥
か

山
やま

図
ず

　鍬形蕙斎筆　江戸時代・19世紀
風景画を得意とした蕙斎が描いた、長閑な
春の飛鳥山です

3/5㊋-4/21㊐

狩
かり

衣
ぎぬ

紺
こん

地
じ

桐
きり

角
かく

紋
もん

散
ちらし

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀　奈良・金春家伝来
高貴な神々を演じる際には、金糸で荘重な
模様を織り出した狩衣を用います

-4/21㊐

仁
に

王
おう

胴
どう

具
ぐ

足
そく

安土桃山時代・16世紀
仏像の仁王のような
意匠の甲冑。髷をか
たどった奇抜な兜も
見所です

-4/7㊐

 犬
いぬ

追
おう

物
もの

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

筆者不詳
江戸時代・17世紀

-4/21㊐

藤
ふじ

棚
だな

蒔
まき

絵
え

書
しょ

見
けん

台
だい

江戸～明治時代・19世紀　矢野鶴子氏寄贈
竹をかたどる支柱をそなえ、全体で藤棚
をあらわす洒脱なデザイン

-4/7㊐

 桜
おう

下
か

美
び

人
じん

図
ず

長沢芦雪筆
江戸時代・18世紀

衣装浮世絵

（→2ページ）

（右隻）

（右隻）

（部分）
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歴
史
の
記
録

15

特
集
（
↓
12
ペ
ー
ジ
）

14

陶
磁

13-3

刀
剣

13-2

金
工

13-1

漆
工

12

彫
刻

11

13-2

13-1

13-3

12

14

特別3室

11

15

案内
 展示 1階

5/8㊌-7/21㊐

◎金
こん

銅
どう

灌
かん

仏
ぶつ

盤
ばん

　平安時代・12世紀

釈迦の誕生を祝う儀式で、仏像に
かける甘茶を受ける容器です

3/12㊋-6/2㊐

 桜
さくら

西
さい

行
ぎょう

蒔
まき

絵
え

硯
すずり

箱
ばこ

　江戸時代・18世紀

4/9㊋-9/29㊐

◎不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

立
りゅう

像
ぞう

平安時代・11世紀
顔の作りが中央にまとまり
衣の線が整っているのは、
平安時代後期の特色です

梨
なし

地
じ

糸
いと

巻
まきの

太
た

刀
ち

（国
こく

宝
ほう

　太
た

刀
ち

　伯
ほう

耆
き

安
やす

綱
つな

（名
めい

物
ぶつ

　童
どう

子
じ

切
ぎり

安
やす

綱
つな

）の拵
こしらえ

）
江戸時代・17世紀

3/12㊋-6/2㊐

 色
いろ

絵
え

桜
おう

花
か

鷲
わし

文
もん

大
おお

皿
ざら

伊万里　江戸時代・18世紀　
加瀨礼二氏寄贈

「おひなさまと日本の人形」
-3/31㊐

立
たち

雛
びな

（次
じ

郎
ろ

左
ざ

衛
え

門
もん

頭
がしら

）
江戸時代・
18～19世紀

「行道面　ほとけを演じるための仮面」
4/2㊋-5/26㊐

追
つい

儺
な

面
めん

　鬼
おに

鎌倉時代・14世紀　山形・慈光明院蔵

4/9㊋-5/12㊐

◉医
い

心
しん

方
ぽう

　巻
まき

第
だい

一
いち

　
治
ち

病
びょう

大
だい

体
たい

部
ぶ

丹波康頼撰　
平安時代・12世紀

-5/6㊊・㊡

七
しっ

宝
ぽう

重
かさね

丸
まる

瓶
へい

形
がた

花
はな

文
もん

水
すい

滴
てき

江戸時代・18世紀
渡邊豊太郎氏・渡邊誠之氏寄贈

 ◎初
はつ

瀬
せ

山
やま

蒔
まき

絵
え

硯
すずり

箱
ばこ

室町～安土桃山時代・
16世紀
桜の咲く山に大きな月
がかかります。歌枕「初
瀬山」のイメージです

-4/7㊐

千
せん
手
じゅ
観
かん
音
のん
菩
ぼ
薩
さつ
坐
ざ
像
ぞう

南北朝時代・14世紀

3/5㊋-5/26㊐

◉太
た

刀
ち

　伯
ほう

耆
き

安
やす

綱
つな

（名
めい

物
ぶつ

　童
どう

子
じ

切
ぎり

安
やす

綱
つな

）　平安時代・10～12世紀

鬼を切った伝説をもつ、天下五剣のひとつとして名高い名刀です

 色
いろ

絵
え

桜
おう

樹
じゅ

図
ず

透
すかし

鉢
ばち

仁阿弥道八作　江戸時代・19世紀
点描画のように描かれた桜が、
器の中に咲きほこる、透かし
の見事な鉢です

-4/7㊐

◎甲
こう

州
しゅう

道
どう

中
ちゅう

分
ぶん

間
げん

延
のべ

絵
え

図
ず

江戸幕府（道中奉行所）編
江戸時代・文化3年（1806）　浅草文庫旧蔵
江戸日本橋から下諏訪を結ぶ甲州道中の
うち、石和宿を描いた部分です

（石和宿部分）

（部分）

1010

総合文化展 ｜ 見どころ案内



ご自宅等でお楽しみいただけるよう
YouTubeによる動画を配信しています。

※ 動画配信については、公開済、公開予定のコンテンツ
を掲載しています。 東京国立博物館

YouTubeチャンネル

1111

ア
イ
ヌ
と
琉
球

16

近
代
の
美
術

18

「高麗時代の陶器」
講師：玉城真紀子（東洋考古）

陶磁文化が花開いた高
こう

麗
らい

時代。今回
は陶器に注目し、器

き

壁
へき

に残された文
字や製作痕跡の観察を通じて、製作
された時代背景と技術の特徴を解説
します。

「博物館に初もうで　謹賀辰年―年の初めの龍づくし―」
講師： 児島大輔（日本・東洋彫刻）、 

山本桃子（博物館教育）

今年の干支は「辰」です。龍をモチー
フとした作品を選りすぐってご紹介す
ることで、年のはじめを寿

ことほ

ぎます。

「浮世絵―季節と暮らしを描く―」
講師：村瀬可奈（日本絵画）

四季折々の風景や人々の日常を描いてきた浮世絵。今回は冬をテー
マにした美人画や風景画のなかから、浮世絵師たちの表現や技法
をご紹介します。

ギャラリートークオンライン

よりそう動
ど う

物
ぶ つ

たち
―家

か

族
ぞく

、仲
なか

間
ま

のすがたとかたち―

ギャラリー

親と子の
特
集

本館特別2室　5月14日（火）～ 6月16日（日）
毎年春に東京都恩賜上野動物園、国立科学博物館と実施している3

館園連携企画「上野の山で動物めぐり」の関連展示を、今年も開催し
ます。17回目となる今回は、「家族、仲間」がテーマです。動物の群
れや親子、鳥のつがい（夫婦）、子孫繁栄の願いが込められた吉祥文
様など、当館の豊かな所蔵作品ならではの、さまざまな家族、仲間の
表現をご紹介します。連携企画の一環として、上野動物園解説員、国
立科学博物館研究員による解説パネルも展示します。 （横山梓）

肩
越
し
に
見
え
る

子
ど
も
の
安
心
し
た

顔
に
注
目

1
匹
で
も
か
わ
い
い
。

群
れ
る
と
な
お
、か
わ
い
い
！

埴
はに

輪
わ

 
子
こ

を背
せ

負
お

う女
じょ

子
し

古墳時代・6世紀　
栃木県真岡市 
鶏塚古墳出土　
橋本庄三郎氏寄贈

子どもが母親に背負われる様子
を表した親子の埴輪です

水
すい

仙
せん

に群
ぐん

狗
く

礒田湖龍斎筆　江戸時代・18世紀
耳の垂れたむくむくとした犬は、描
かれた当時人気があったようです

教 育 普 及 事 業 特別４室

保存と修理

ミュージアムショップ

1617

19

18

本館展示
  ジャンル別

3・4・5月

4/16㊋-5/26㊐

◎熱
ねっ

国
こく

之
の

巻
まき

（朝
あさ

之
の

巻
まき

）
今村紫紅筆　大正3年（1914）

4/9㊋-7/7㊐

ヤーシグヮー
琉球　第二尚氏時代・19世紀
椰子の実でできた携帯用の酒器。
籐蔓で持ちやすくしています

3/5㊋-4/14㊐

 嵐
あらし

山
やま

春
しゅん

景
けい

塩川文麟筆　
明治6年（1873）
塩川文鱗氏寄贈
近代京都画壇の基礎を
築いた文麟が、桜の名
所嵐山の情景を描いた
作品です

-4/7㊐

前
まえ

垂
だれ

北海道アイヌ　19世紀 
平子はつ氏寄贈

（部分）

1111



特集展示

特別企画「令和６年 新指定 国宝・重要文化財」　本館特別1室・特別2室・11室　4月23日（火）～5月12日（日）　主催：文化庁、東京国立博物館

12

　3月3日の桃の節句にちなんで、今年もおひなさまと日本の
伝統的な人形の数々を飾ります。もともとひな祭りは、罪や穢

けが

れを人形に託して水に流した古代の風習や、平安貴族の子ど
もたちが行った「ひいな遊び」などが発展したものです。江戸
時代には、女の子の成長と幸せを願って雛

ひな

人形を飾る風習が
定着しました。
　今年は、京都の老舗人形店・丸

まる

屋
や

大
おお

木
き

平
へい

蔵
ぞう

による、皇族の
婚礼を模した有

ゆう

職
そく

雛
びな

の名品を一堂に飾ります。そのほか、伝
統的な京都の嵯

さ

峨
が

人形や御
ご

所
しょ

人形などを展示します。繊細
で美しく、そして可愛らしいものを尊ぶ日本の人形文化をお楽
しみください。 （小山弓弦葉）

　自分とは違う何かを演じるときに使う道具のひとつが仮面
です。じつは日本では、世界に類を見ないほど多種多様な仮
面がつくられ、また古い仮面が多く伝わっていることをご存知
でしょうか。そのなかから今回ご紹介するのは、寺院の儀式
で使用された仮面です。仮面を着けて仏を演じ、練

ね

り歩いた
り、阿

あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

に伴
ともな

って二
に

十
じゅう

五
ご

菩
ぼ

薩
さつ

が来
らい

迎
ごう

する様子を再現
した儀式などで用いたのが行道面です。また、追

つい

儺
な

面
めん

は鬼追
いなどに使われた面です。どんな儀式だったのか、様子を想
像しながら、あるいは役の性格を表すための造形の工夫を探
しながらご覧ください。 （川岸瀬里）

有
ゆう

職
そく

雛
ひな

飾
かざ

り
5世 大木平蔵作
昭和5年（1930）
瀬戸崇太郎氏寄贈

上段右側の束
そく

帯
たい

姿は
天皇を、上段左側の
唐
から

衣
ぎぬ

裳
も

（十二単）姿は
皇后を表しています

高い技術を伝える丸屋大木平蔵製の名品鬼を払う行事に使われた面
◎追

つい

儺
な

面
めん

　鬼
おに

和歌山・丹生都比売神社伝来
鎌倉時代・正和2年（1313）
頭の角

つの

、赤く塗られた目が特徴の 
青鬼には、もとは牙がありました

嵯
さ

峨
が

人
にん

形
ぎょう

 首
くび

ふり
江戸時代・17世紀
首が前後に振れて、口
から舌が出る仕掛けに
なっています

豪華な彩色の衣装と
ユーモラスな表情

仏像とよく似た造形
◎行

ぎょう

道
どう

面
めん

　毘
び

沙
しゃ

門
もん

天
てん

和歌山・丹生都比売神社伝来
鎌倉時代・14世紀
結んだ口、青黒い肌は、同時期の
仏像としての毘沙門天（多聞天）に
共通します

ふくふくとした姿を 
いとおしむ
御
ご

所
しょ

人
にん

形
ぎょう

 笛
ふえ

吹
ふ

き童
どう

子
じ

江戸時代・19世紀　尾竹越堂氏寄贈
日本画家・尾

お

竹
たけ

越
えつ

堂
どう

（1868～1932）
が愛した赤子姿の人形です

穏やかな表情で 
極楽浄土へ導く
行
ぎょう

道
どう

面
めん

　菩
ぼ

薩
さつ

平安時代・12世紀
この面を着け、その上に、金属製の宝
冠を被っていたと考えられています

特集 「おひなさまと
日
に

本
ほ ん

の人
に ん

形
ぎょう

」
本館14室　2月27日㊋～3月31日㊐

特集 「行
ぎょう

道
ど う

面
め ん

  ほとけを
演
え ん

じるための仮
か

面
め ん

」
本館14室　4月2日㊋～5月26日㊐
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本館2室（国宝室）

注目の企画

❶トーハクキッズデー 5月26日㊐、7月28日㊐、11月24日㊐
 2025年1月26日㊐（予定）　全館

❷博物館でアジアの旅 10月1日㊋～11月10日㊐　東洋館

❸留学生の日 10月5日㊏（予定）　全館

❹博物館に初もうで 2025年1月2日㊍～ 1月26日㊐　本館、東洋館等

❺博物館でお花見を 2025年  3月11日㊋～ 4月6日㊐　本館

① 4月9日㊋～5月12日㊐

◉ 賢
けん

愚
ぐ

経
きょう

残
ざん

巻
かん

（大
おお

聖
じょう

武
む

）
伝聖武天皇筆　奈良時代・8世紀

② 5月14日㊋～ 6月9日㊐

◉ 円
えん

珍
ちん

贈
ぞう

法
ほう

印
いん

大
だい

和
か

尚
しょう

位
い

並
ならびに

智
ち

証
しょう

大
だい

師
し

諡
し

号
ごう

勅
ちょく

書
しょ

小野道風筆　平安時代・延長5年（927）

③ 6月11日㊋～7月7日㊐

◉善
ぜん

無
む

畏
い

像
ぞう

平安時代・11世紀　兵庫・一乗寺蔵

④ 7月9日㊋～ 8月4日㊐

◉ 十
じゅう

六
ろく

羅
ら

漢
かん

像
ぞう

（第
だい

三
さん

尊
そん

者
じゃ

）
平安時代・11世紀

⑤ 8月6日㊋～ 9月8日㊐

◉六
ろく

道
どう

絵
え

（畜
ちく

生
しょう

道
どう

）
鎌倉時代・13世紀　滋賀・聖衆来迎寺蔵

⑥ 9月10日㊋～10月14日㊊・㊗

◉檜
ひのき

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

狩野永徳筆　安土桃山時代・天正18年（1590）

⑦ 10月16日㊌～11月17日㊐

◉ 古
こ

今
きん

和
わ

歌
か

集
しゅう

（元
げん

永
えい

本
ぼん

）下
げ

帖
じょう

平安時代・12世紀　三井高大氏寄贈

⑨ 部分

⑩ 和歌体十種 部分

⑧ 11月19日㊋～12月22日㊐

◉元
げん

暦
りゃく

校
こう

本
ほん

万
まん

葉
よう

集
しゅう

　巻
まき

一
いち

（古
ふる

河
かわ

本
ほん

）

◉元
げん

暦
りゃく

校
こう

本
ほん

万
まん

葉
よう

集
しゅう

　巻
まき

十
じゅう

（古
ふる

河
かわ

本
ほん

）

◉元
げん

暦
りゃく

校
こう

本
ほん

万
まん

葉
よう

集
しゅう

　巻
まき

十
じゅう

九
きゅう

（高
たか

松
まつの

宮
みや

本
ほん

）
平安時代・11世紀

⑨ 2025年1月2日㊍～1月13日㊊・㊗

◉松
しょう

林
りん

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

長谷川等伯筆　安土桃山時代・16世紀

⑩ 2025年1月15日㊌～2月16日㊐

◉和
わ

歌
か

体
たい

十
じっ

種
しゅ

 
◉和

わ

歌
か

体
たい

十
じっ

種
しゅ

断
だん

簡
かん

平安時代・11世紀

⑪ 2025年2月18日㊋～3月16日㊐

◉法
ほ

華
け

経
きょう

 方
ほう

便
べん

品
ぼん

（久
く

能
のう

寺
じ

経
きょう

）
平安時代・12世紀　静岡・鉄舟禅寺蔵

⑫ 2025年3月18日㊋～4月13日㊐

◉花
か

下
か

遊
ゆう

楽
らく

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

狩野長信筆　江戸時代・17世紀

① 部分

② 部分

④ 部分

⑥ 部分

⑦ 部分

⑧ 巻一（古河本） 部分

⑫ 部分

特集

特集　 行
ぎょう

道
どう

面
めん

　ほとけを演
えん

じるための仮
か

面
めん

　　（→12ページ） 
4月2日㊋～ 5月26日㊐　本館14室

特集　 親
おや

と子
こ

のギャラリー　
　　　よりそう動

どう

物
ぶつ

たち―家
か

族
ぞく

、仲
なか

間
ま

のすがたとかたち―　（→11ページ）
5月14日㊋～ 6月16日㊐　本館特別2室

特集　阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

のすがた 
5月21日㊋～7月7日㊐　本館特別1室

特集　 吉
よし

野
の

と熊
くま

野
の

―山
さん

岳
がく

霊
れい

場
じょう

の遺
い

宝
ほう

― 
5月28日㊋～7月15日（㊊・㊗）　本館14室

特集　 人
にん

間
げん

国
こく

宝
ほう

・平
ひら

田
た

郷
ごう

陽
よう

の人
にん

形
ぎょう

―生
いき

人
にん

形
ぎょう

から衣
い

裳
しょう

人
にん

形
ぎょう

まで―
7月17日㊌～ 9月1日㊐　本館14室

特集　 江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の図
ず

譜
ふ

文
ぶん

化
か

―堀
ほっ

田
た

正
まさ

敦
あつ

編
へん

『禽
きん

譜
ぷ

』とその魅
み

力
りょく

― 
8月6日㊋～ 10月6日㊐　本館15室

特集　没
ぼつ

後
ご

100年
ねん

・黒
くろ

田
だ

清
せい

輝
き

と近
きん

代
だい

絵
かい

画
が

の冒
ぼう

険
けん

者
しゃ

たち 
8月20日㊋～ 10月20日㊐　本館特別1室、特別2室

特集　 能
のう

面
めん

に見
み

る写
うつ

しの文
ぶん

化
か

 
9月3日㊋～ 10月20日㊐　本館14室

特集　 令
れい

和
わ

5年
ねん

度
ど

新
しん

収
しゅう

品
ひん

 
10月1日㊋～ 11月10日㊐　平成館企画展示室

特集　 やきものを彩
いろど

る金
きん

と銀
ぎん

 
10月22日㊋～ 12月8日㊐　本館14室

特集　モダンきもの―名
めい

門
もん

「大
だい

彦
ひこ

」の東
とう

京
きょう

ファッション―（仮）
10月29日㊋～ 12月8日㊐　本館特別1室、特別2室

特集　 中
ちゅう

国
ごく

書
しょ

画
が

精
せい

華
か

―宋
そう

・元
げん

時
じ

代
だい

の名
めい

品
ひん

― 
11月12日㊋～ 12月22日㊐　東洋館8室

特集　 遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

バルーチ族
ぞく

の染
せん

織
しょく

―遊
ゆう

牧
ぼく

生
せい

活
かつ

とトライバル・ラグ―
 11月12日㊋～ 2025年2月16日㊐　東洋館13室

特集　 博
はく

物
ぶつ

館
かん

に初
はつ

もうで―巳
み

年
どし

―（仮） 
2025年  1月2日㊍～ 1月26日㊐　本館特別1室

特集　 日
に

本
ほん

の伝
でん

統
とう

模
も

様
よう

「雪
ゆき

」　
2025年  1月2日㊍～ 2月16日㊐　本館14室

特集　 拓
たく

本
ほん

のたのしみ―明
みん

清
しん

文
ぶん

人
じん

の世
せ

界
かい

―（仮） 
2025年  1月2日㊍～ 3月16日㊐　東洋館8室

特集　 おひなさまと日
に

本
ほん

の人
にん

形
ぎょう

 
2025年  2月18日㊋～ 3月23日㊐　本館14室

特集　 長
なが

崎
ざき

奉
ぶ

行
ぎょう

所
しょ

伝
でん

来
らい

のキリシタン関
かん

係
けい

遺
い

品
ひん

 
2025年  3月25日㊋～ 5月18日㊐　本館14室

当館ウェブサイト　
国宝室の展示スケジュール▶

※展示作品、会期等については、今後の諸事情により変更する場合があります。

総合文化展令和６年度の

■1
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1月末より、アソビュー株式会社の予約サイト「アソビュー！」による総
合文化展のオンラインチケット販売を開始いたしました。事前購入に
よるスムーズな入館が可能です。また、3月末から、リニューアルした
自動券売機をご利用いただけます。

総合文化展オンラインチケットの販売開始について

本年1月1日に発生した令和6年能登半島地震により、お亡くなりにな
られた方々に謹んでお悔やみ申し上げますとともに、被災された方々
に心からお見舞い申し上げます。この地震により甚大な被害が生じま
した被災地支援のため、本館１階の中央階段下に募金箱を1月28日
（日）まで設置し、お寄せいただきました義援金2,604,115円は日本赤
十字社を通じて被災地にお届けしました。ご支援いただきました皆様
に心から感謝申し上げます。
なお、東京国立博物館ニュース2023年12－2024年2月号でご紹介し
ました、国宝「松林図屛風」（本館2階 国宝室）の作者である長谷川等
伯は、能登半島にある七尾で生まれました。義援金募集期間にあわ
せて、能登にゆかりのある国宝「松林図屛風」の展示期間を1月28日
(日)まで延長しました。

創建1200年記念　特別展
「神護寺―空海と真言密教のはじまり」
（2024年7月17日〈水〉～ 9月8日〈日〉→5ページ）の無料観覧券
（10組20名様）をプレゼントします。締切は6月10日（月）必着。

＊プレゼントの応募方法
はがきに郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、年齢、ならびにこの号
で一番おもしろかった記事をご記入のうえ、下記までお送りください。
発表は発送をもって代えさせていただきます。

〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館 広報室     
「ニュース3-5月号」プレゼント係

特別展チケットプレゼント

令和6年能登半島地震に係る募金箱設置について 
（設置は終了しました）

VR作品『江戸城の天守』　4月14日（日）まで

徳川三代将軍家光によってつくられた江戸城
最後の天守は、莫大な費用と最高の技術が
注がれた、史上最大の天守だったと言われて
います。それはいったいどんな姿だったのでしょ
う？ 図面や絵図に加え、現存する文化財や
伝統技術を手がかりに、ご来場の皆さまと
一緒に江戸城天守の再現過程をお楽しみい
ただくプログラムです。

料　金： 一般・大学生・高校生：600円、 
小学生・中学生：300円、未就学児・障がい者とその介護
者各１名は無料（1作品/1回あたり）、別途入館料が必要です。

上演時間：約35分
※ 開演時間までにシアター前券売機にてチケットをお買い求めください（当日券のみ）。

〔予告〕VR作品『洛中洛外図屛風　舟木本』
4月17日（水）～7月15日（月・祝）（予定）

TNM & TOPPANミュージアムシアター

※演目・スケジュールその他は、都合により変更もしくは休演となる場合がございます。
※詳細、最新の情報はウェブサイト（https://www.toppan-vr.jp/mt/）をご覧ください。

「東京・春・音楽祭」は、桜咲
く上野を舞台に東京の春の訪れ
を音楽で祝う、国内最大級のク
ラシック音楽の祭典です。2024
年には記念すべき20周年の節
目を迎えます。当館では毎年恒
例、J.S.バッハの作品を中心と
したミュージアム・コンサートを
開催するほか、今年は無料ミニ
コンサート「桜の街の音楽会」を再開します。

ミュージアム・コンサート
①東博でバッハ vol.65　成田達輝（ヴァイオリン）　3月21日(木)
②東博でバッハ vol.66　鈴木大介（ギター）　3月26日(火)
③東博でバッハ vol.67　津田裕也（ピアノ）　4月3日(水)
④東博でバッハ vol.68　鈴木大介（ギター）　4月9日(火)
⑤東博でバッハ vol.69　新倉 瞳（チェロ）　4月11日 (木)

会場：①⑤法隆寺宝物館エントランスホール
 ②③④平成館ラウンジ
時間：①～⑤19:00開演（18:30開場）
料金：①～⑤各公演4,000円（税込／全席自由）
チケットをお求めの際は東京・春・音楽祭オンライン・チケットサービ
ス（https://www.tokyo-harusai.com/）をご確認ください。

桜の街の音楽会
⑥出演者未定（サックス四重奏）
　 3月19日（火）　13:00開演（20分程度）　本館前庭（中央池前）　
　※雨天中止
⑦出演者未定（木管もしくは弦楽器奏者）
　3月19日（火）　15:00開演（20分程度）　平成館ラウンジ

料金：⑥・⑦各公演無料（ただし当日の入館料が必要）
出演者については、決定後、東京・春・音楽祭の公式サイト 
（https://www.tokyo-harusai.com/）でご案内します。

主催：東京・春・音楽祭実行委員会
公演に関するお問合せ： TEL 050-3496-0202  

東京・春・音楽祭サポートデスク
※月・水・金曜日の10:00 ～ 15:00（ 3月15日[金] ～ 4月21日[日]は土・日祝日も
含め全日10:00 ～ 19:00）

東京・春・音楽祭 2024

皆様のご寄附により進められている
「埴輪 踊る人 」々の修理はいよいよ
佳境に入ります。補修箇所に彩色を
施すとともに、安全に展示を行うた
めに新たな支持具を作成しました。
まもなく、踊る埴輪が当館に戻って
きます。
また、「見返り美人図」についても昨
年10月に修理が始まりました。修理
の進捗はウェブサイトでも詳しくご紹
介しています。ぜひご覧ください。

当館ウェブサイト内
「修理の進捗について」
ページ

「見返り美人図」の修理にかかる協議の様子

「踊る埴輪＆見返り美人 修理プロジェクト」の進捗について

写真提供：東京・春・音楽祭実行委員会
撮影：飯田耕治
2023年「ミュージアム・コンサート  東博で
バッハ vol.63　上村文乃」公演の様子

応募まってるほ！
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休 館日
3月 4月 5月

4日、11日、18日 1日、8日、15日、22日 7日、13日、20日、27日

※3月25日（月）、4月30日（火）は臨時開館します。
※開館時間、休館日等の最新情報は当館ウェブサイトをご覧ください。

3・4・5月の休館日情報

◆ 東京国立博物館賛助会員（寄附会員制度）募集のご案内
東京国立博物館の運営の趣旨にご賛同いただける団体・個人向けの
寄附会員制度です。賛助会費（ご寄附）は、文化財の購入、修理、教
育普及事業など、博物館運営に充てられます。寄附金控除の対象に
なります。

【主な特典】  特別展内覧会へのご招待 など

【年  会  費】  〈団体〉プレミアム会員 1,000万円以上、  
特別会員 100万円（1口）、維持会員 20万円
〈個人〉ダイヤモンド会員 1,000万円、 
プラチナ会員 100万円以上、ゴールド会員 20万円、
シルバー会員 5万円

【申込方法】  会員受付窓口、ウェブサイト（クレジットカード決済）、
銀行振込

＊詳細は担当までお問合せください。

◆  東京国立博物館会員制度
東京国立博物館では、1年間のうち何度でもご来館
いただける会員制度をご用意しております。

友の会 　

発行から１年間有効　年会費：7,000円

【特　　典】  東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合文化展・
平常展を何度でも観覧可能。東京国立博物館の特別展
観覧券を３枚と、ミュージアムシアター観覧券１枚、ショッ
プ・レストラン割引などさまざまな特典があります。

＊ 本誌の郵送をご希望される場合は、別途「東京国立博物館ニュース」の定
期購読をお申込みください。

＊特別展が事前予約制の場合は、事前予約が必要となります。

国立博物館メンバーズパス（4館共通）
発行日から1年間有効 年会費：一般2,500円、学生1,200円

【特　　典】  東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合文化展・
平常展を何度でも観覧可能です。

東京国立博物館ニュース定期購読
年会費：1,000円（1年分）

【特　　典】  東京国立博物館ニュースを年4回、1年分ご指定の場所
に送付いたします。

＊次号（6‒8月号）より送付をご希望の場合、締切は2024年5月10日（金）です。

〇申込方法
1. 会員受付窓口
　 当館正門前の会員受付窓口で即日発行し、当日からご使用いた
だけます（現金またはクレジットカード、電子マネー）。

　 受付日時は、開館日の9時30分から閉館の30分前までです（特別
展等により変更になる場合があります）。

2. ウェブサイト
　 専用申込フォームからお申込みください（クレジットカードまたは
郵便振替〈振替用紙を送付〉）。

3. 郵便振替
● 振替用紙に①種別（友の会、4館共通、ニュース）、②区分（一般、
学生〈4館共通のみ〉）、③メールアドレス（メールマガジン希望者の
み）、④郵便番号、⑤住所、⑥氏名（ふりがな）、⑦電話番号を通
信欄・ご依頼人欄にご記入の上、下記口座までお振替ください。

　加入者名：東京国立博物館会員制度
　口座番号：00140-3-791791
● 友の会または国立博物館メンバーズパス（4館共通）にお申込みの
方で、「東京国立博物館ニュース」の送付をご希望の方は、振替
用紙に『東京国立博物館ニュース定期購読希望』とご記入のうえ、
各会費に追加料金として1,000円を加えた金額をお振替ください。
●  振替用紙の半券が領収書になります。有効期限終了まで保管して
ください。
● 振替手数料はお客様負担となります。
● ご入金確認日より会員証等がお手元に届くまで、2週間程度かかります。
＊ 一度納められた料金の払い戻しはいたしません。

＊ お申込みに際してご提供いただいた個人情報は、当該目的にのみ使用させ
ていただきます。当館は個人情報に関する法令を遵守し、適正な管理・利用
と保障に万全を尽くします。

会員制度の詳細
はこちら

お問合せ　電話 03-3822-1111（代）／ FAX 03-3821-9680　総務課渉外開発担当  ＊月～金曜日の9：30～17：00（土日・祝休日は除く）

◆ 東京国立博物館利用案内
総合文化展観覧料金　一般1,000円、大学生500円

● 事前予約は不要です。
　※混雑時には展示施設前でお待ちいただく可能性があります。
　※ 特別展の入館方法は展覧会ごとに異なります。  

詳細は展覧会公式サイトをご確認ください。

● 障がい者とその介護者各1名は無料。 
満70歳以上、高校生以下および満18歳未満の方は無料。

● 国際博物館の日（5月18日〈土〉）、敬老の日（9月16日〈月・祝〉）、
文化の日（11月3日〈日・祝〉）は、総合文化展のみ観覧無料。

＊詳細は当館ウェブサイトをご覧ください。

最新情報は、ウェブサイト、Facebook、   
X（旧Twitter）、Instagram、メールマガジンで！

東京国立博物館ウェブサイト    
 https://www.tnm.jp/
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日
常
か
ら
し
ば
し
離
れ
て
花
見

に
出
か
け
る
こ
と
は
、
江
戸
に
暮

ら
す
人
々
の
大
き
な
楽
し
み
で
し

た
。
鳥ち
ょ
う

文ぶ
ん

斎さ
い

栄え
い

之し

筆「
金
龍
山
桜

花
見
」に
は
桜
の
名
所
、
浅
草
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
画
面
左
奥
に

小
さ
く
み
え
る
の
は
浅せ
ん

草そ
う

寺じ

の
本

堂（
観
音
堂
）と
五
重
塔
。
か
つ
て

松ま
つ

尾お

芭ば

蕉し
ょ
う

が「
観
音
の
い
ら
か（
甍
）

み
や
り
つ
花
の
雲
」と
詠
ん
だ
よ
う

に
、
花は
な

霞が
す
み

に
浮
か
び
上
が
る
本
堂

の
大
屋
根
は
、
江
戸
を
象
徴
す
る

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
前
景
に
は
今
が
盛
り
と
咲
く
満

開
の
桜
と
、
連
れ
立
っ
て
花
見
に

訪
れ
た
女
性
た
ち
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
桜
樹
は
竹
垣
で
囲
わ
れ
、

講こ
う

中じ
ゅ
う

＊
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
こ

と
を
示
す
立
札
が
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
は
浅
草
寺
の
本
堂
裏

手
の
奥
山
と
呼
ば
れ
る
一
帯
で
、

享
保
期（
１
７
１
６
〜
３
６
）に

吉
原
遊
女
た
ち
が「
千
本
桜
」を
寄

進
し
て
評
判
を
呼
び
、
以
降
も
桜

が
植
え
継
が
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　
女
性
た
ち
に
注
目
す
る
と
、
い

ず
れ
も
皆
、
天
明
・
寛
政
期（
１
７ 

８
１
〜
１
８
０
１
）に
流
行
し
た

燈と
う

籠ろ
う

鬢び
ん

と
呼
ば
れ
る
髪
型
を
結
っ

て
い
ま
す
。
帯
の
下
に
腰
帯
を
締

め
、
着
物
が
汚
れ
な
い
よ
う
裾
を

た
く
し
上
げ
た
ス
タ
イ
ル
も
共
通

し
ま
す
。
し
か
し
よ
く
見
れ
ば
、

彼
女
た
ち
は
2
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
け
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
画
面
右

手
、
女お
ん
な

乗の
り

物も
の

か
ら
降
り
て
歩
い
て

く
る
華
や
か
な
一
行
は
武
家
の
女

性
た
ち
。
一
方
、
縞し
ま

柄が
ら

の
着
物
に

赤
い
前
帯
を
締
め
た
女
性
を
先
頭

に
、
左
か
ら
歩
い
て
く
る
3
人
は

町
家
の
女
性
た
ち
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
実
際
、
江
戸
の
花
見
は
老
若
男

女
、
階
層
を
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な

人
が
集
ま
る
開
け
た
場
だ
っ
た
と

い
い
ま
す
。
酒
食
を
楽
し
み
、
詩

歌
を
詠
み
、
時
に
見
ず
知
ら
ず
の

人
に
も
出
会
う
非
日
常
的
な
空
間

だ
っ
た
の
で
す
。
本
作
品
を
描
い

た
の
は
、旗
本
出
身
の
浮
世
絵
師
・

鳥
文
斎
栄
之
。
美
人
画
を
得
意
と

し
た
栄
之
は
、
本
作
品
の
群
像
表

現
に
お
い
て
も
一
人
ひ
と
り
の
仕

草
や
表
情
を
描
き
分
け
、
賑
や
か

な
場
面
を
演
出
し
て
い
ま
す
。
こ

の
後
す
れ
違
う
は
ず
の
彼
女
た
ち

は
、
き
っ
と
視
線
や
言
葉
を
交
わ

し
た
の
だ
ろ
う
と
、
思
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
本
館
10
室
で
は
お
花
見
の
時
期

に
合
わ
せ
、
桜
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
浮
世
絵
を
多
数
ご
紹
介
し
ま

す
。
本
作
品
の
ほ
か
、
上
野
や
御ご

殿て
ん

山や
ま

、
飛あ
す

鳥か

山や
ま

な
ど
の
名
所
を
舞

台
に
、
春
を
謳
歌
す
る
江
戸
の
情

景
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

 

（
村
瀬
可
奈
）

金龍山桜花見　鳥文斎栄之（1756～1829）筆　江戸時代・18世紀　大判を横に 3 枚つないだ、ワイドスクリーンの浮世絵です

＊ 

神
社
や
寺
へ
の
参
詣
や
、
寄
付
な
ど
を
す
る
信
者

の
団
体
の
こ
と

心浮き立つ　花見の季節　このときめきは今も昔も

金
きん

龍
りゅう

山
ざん

桜
さくら

花
はな

見
み

3月12日（火）～4月14日（日）
本館10室2024年3月・4月・5月号

表   紙  の 名  品  
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